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障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスの現状 (げんじょう)と「防災 (ぼうさい)」取り組み (と　く　)　　ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)　理事 (りじ)　細井 (ほそい)清和 (きよかず)
ご存じ (ぞん　)の方 (かた)もたくさんおられると思います (お　　)が、来年度 (らいねんど)2024年度 (ねんど)までに、全て (すべ　　)の障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)で、災害 (さいがい)に関す (かん　　)るＢＣＰ（事業 (じぎょう)継続 (けいぞく)計画 (けいかく)）を立てる (た　　)ことが義務 (ぎむ)づけられています。そして、来年度 (らいねんど)からは、年 (ねん)1 (　)回 (かい)は、ＢＣＰについての研修 (けんしゅう)・訓練 (くんれん)を行い (おこな　)、計画 (けいかく)の見直 (みなお)しをしていくことになっています（なお、感染症 (かんせんしょう)については、計画 (けいかく)と研修 (けんしゅう)・訓練 (くんれん)に加えて (くわ　　　　)、指針 (ししん)を作る (つく　　)ことや対策 (たいさく)委員会 (いいんかい)を立てる (た　)ことも義務化 (ぎむか)されます）。
僕 (ぼく)は長年 (ながねん)、障害者 (しょうがいしゃ)の福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)に関わっ (かか　　　)ていますが、こうした「事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)としての義務 (ぎむ)」という形 (かたち)について、必要 (ひつよう)で有意義 (ゆういぎ)だと思う (おも　)反面 (はんめん)、ある種 (しゅ)の違和感 (いわかん)を感 (かん)じます。
昨年度 (さくねんど)義務化 (ぎむか)された「虐待 (ぎゃくたい)や身体 (しんたい)拘束 (こうそく)の防止 (ぼうし)、ハラスメント対策 (たいさく)」についても、その内容 (ないよう)について大変 (たいへん)重要 (じゅうよう)だと思う (おも　　)のですが、こんなことを行政 (ぎょうせい)から言われて (い　　)すること自体 (じたい)に、障害 (しょうがい)福祉事 (ふくしじ)業者 (ぎょうしゃ)そのものの情けない (なさ　　　　　)現状 (げんじょう)があるのだと思 (おも)います。
最近 (さいきん)は、「儲 (もう)かります！」という掛け声 (か　　ごえ)とともに大規模 (だいきぼ)グループホームなど福祉 (ふくし)ビジネスが急速 (きゅうそく)に拡大 (かくだい)してきています。多く (おお　)の食費 (しょくひ)負担 (ふたん)を取って (と　　)おきながら、１日 (にち)の食材費 (しょくざいひ)をひとり１００円 (　　　　　えん)しか出 (だ)さないという事業所 (じぎょうしょ)が摘発 (てきはつ)されたという報道 (ほうどう)も出 (で)ています（虐待 (ぎゃくたい)も疑 (うたが)われています）。
　障害者 (しょうがいしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を維持 (いじ)・拡大 (かくだい)するためには、福祉 (ふくし)の事業化 (じぎょうか)が避け (さ　)られなかったということは事実 (じじつ)だと思 (おも)います。「もうけにならないけど、障害者 (しょうがいしゃ)の生活 (せいかつ)を支援 (しえん)したい」という人間 (にんげん)だけでは、今 (いま)の福祉 (ふくし)を維持 (いじ)することはできませんし、成り立たない (な　た　　　)と思います (おも　　　　　)。そんな奇特 (きとく)な人間 (にんげん)は少数 (しょうすう)ですし、その人間 (にんげん)でさえ、「続ける (つづ　　　)」ためには、収入 (しゅうにゅう)の確保 (かくほ)が必要 (ひつよう)です。「困って (こま　　　)いる人 (ひと)を助 (たす)ける」「共 (とも)に生きて (い　　)いく」という「当たり前 (あ　　　まえ)の気持ち (きも　　)」が、私たち (わたし　　　　)の原点 (げんてん)ではあるのですが、それだけでは成り立たない (な　た　　　)のも事実 (じじつ)なのです。
「防災 (ぼうさい)」について、事前 (じぜん)から準備 (じゅんび)を怠らな (おこた　　　)いようにしようというのは、本来 (ほんらい)、阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)や東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)、熊本 (くまもと)地震 (じしん)など私たち (わたし　　　)ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)も共有 (きょうゆう)してきた苦い (にが　)経験 (けいけん)から生み出さ (う　だ　)れ、私 (わたし)たちが自主的 (じしゅてき)に考え (かんが　)、取り組んで (と　く　　)いくべき課題 (かだい)でもあると思い (おも　　)ます。
　しかし実際 (じっさい)には、障害 (しょうがい)福祉事 (ふくしじ)業者 (ぎょうしゃ)は、多く (おお　)の障害者 (しょうがいしゃ)の日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)という課題 (かだい)が目 (め)の前 (まえ)にあり、毎日 (まいにち)の活動 (かつどう)に四苦八苦 (しくはっく)しています。残念 (ざんねん)ながら、「やらなければならない」という外圧 (がいあつ)がないと、重い (おも　)腰 (こし)をあげられない状況 (じょうきょう)にあるのも事実 (じじつ)だと思 (おも)います。
私たち (わたし　　　)は、もし災害 (さいがい)があれば苦しむ (くる　　　)のは、災害 (さいがい)弱者 (じゃくしゃ)といわれる障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)だという震災 (しんさい)の経験 (けいけん)を原点 (げんてん)として、積極的 (せっきょくてき)に取り組んで (と　く　　)いきたいと考え (かんが　　)ます。
来年度 (らいねんど)に向けて (む　　)は、次 (つぎ)のことが義務化 (ぎむか)されます。
＜「感染 (かんせん)対策 (たいさく)強化 (きょうか)」「ＢＣＰ（感染症 (かんせんしょう)・災害 (さいがい)対策 (たいさく)）」に関連 (かんれん)して＞
１、運営 (うんえい)規定 (きてい)の改定 (かいてい)（感染症 (かんせんしょう)対策 (たいさく)とＢＣＰなど）
２、重要 (じゅうよう)事項 (じこう)説明書 (せつめいしょ)の改定 (かいてい)（上記 (じょうき)を反映 (はんえい)して改定 (かいてい)）
３、指針 (ししん)の整備 (せいび)（感染症 (かんせんしょう)対策 (たいさく)）
４、ＢＣＰ（事業 (じぎょう)継続 (けいぞく)計画 (けいかく)）作成 (さくせい)（感染症版 (かんせんしょうばん)と自然 (しぜん)災害版 (さいがいばん)をわけた形 (かたち)が望 (のぞ)まれます）
５、各種 (かくしゅ)マニュアルの整備 (せいび)（努力 (どりょく)義務 (ぎむ)～感染症 (かんせんしょう)対策 (たいさく)、災害 (さいがい)対策 (たいさく)マニュアル等 (など)）
６、組織 (そしき)対応 (たいおう)（感染症 (かんせんしょう)対策 (たいさく)委員会 (いいんかい)の設置 (せっち)等 (など)）
７、研修 (けんしゅう)・訓練 (くんれん)の組織化 (そしきか)（年間 (ねんかん)のパターンを作 (つく)りましょう！）
（注 (ちゅう)）事業 (じぎょう)別 (べつ)に、設定 (せってい)しなければならないものが微妙 (びみょう)に違 (ちが)います。
　来年 (らいねん)4月 (がつ)までにＢＣＰを作成 (さくせい)することだけではなく、毎年 (まいとし)の「研修 (けんしゅう)・訓練 (くんれん)」とそれを踏まえ (ふ　　)たＢＣＰ「見直し (みなおし)」が義務化 (ぎむか)されました。ＢＣＰ作成 (さくせい)を取 (と)ってみても、厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)が示す (しめ　)「参考 (さんこう)資料 (しりょう)」は、非常 (ひじょう)に長大 (ちょうだい)であり、読ん (よ　)でいると「しんどいな」と思います (お　　　)（いらんやろという項目 (こうもく)もたくさんあります）。
　小さな (ちい　　　)事業所 (じぎょうしょ)ではなおのこと「しんどい」と思います (おも　　　　)し、こんなこと実践 (じっせん)できるんかなと疑問 (ぎもん)に思う (おも　　)ことも多 (おお)くあります。計画 (けいかく)を作りながら (つく　　　　　　)、未来 (みらい)は不確定 (ふかくてい)であり、考え出した (かんが　だ　　　　　)ら、たくさんのバリエーションを作 (つく)らないといけないことに気 (き)づきます。全部 (ぜんぶ)を一度 (いちど)に作る (つく　)ことは不可能 (ふかのう)であり、みんなと意識 (いしき)を共有 (きょうゆう)できないのなら、あまり意味 (いみ)がないことにもなります。年間 (ねんかん)計画 (けいかく)の中 (なか)で、日常 (にちじょう)の活動 (かつどう)の一環 (いっかん)として、研修 (けんしゅう)・訓練 (くんれん)のたびに、「肉付 (にくづ)けしていく」＝「見直 (みなお)し」ていくことをお勧 (すす)めします（はじめは、骨格 (こっかく)だけでいいと思 (おも)います）。　
この取り組み (と　く　)については、いやいやするというのではなく、みんなで楽しみ (たの　　　)、意識 (いしき)と経験 (けいけん)を共有 (きょうゆう)していくことができるよう「工夫 (くふう)」が大変 (たいへん)大事 (だいじ)だと思 (おも)います。
ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)では、「ＢＣＰ」について、八幡 (やはた)事務 (じむ)局長 (きょくちょう)をはじめとして、ずっと研究 (けんきゅう)を続 (つづ)けてきました。みなさんとともに、考え (かんが　　)、行動 (こうどう)していきたいと思 (おも)います。BCPについてのご相談 (そうだん)があればゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)までご連絡 (　　れんらく)お願 (　ねが)いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
カタログハウスの学校 (がっこう)共催 (きょうさい)　10.06　練馬 (ねりま)ココネリホール　
第18回 (だい　　かい)ゆめ風 (かぜ)であいましょう「原発 (げんぱつ)と戦争 (せんそう)を推し進める (お　すす　　)愚か (おろか)な国 (くに)・日本 (にほん)」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事 (りじ)　橘高 (きつたか)　千秋 (ちあき)
小出 (こいで)裕 (ひろ)章 (あき)さん（元京 (もときょう)大原子 (だいげんし)炉 (ろ)実験所 (じっけんじょ)）は静か (しずか)に話し始 (はな　はじ)めました。「原発 (げんぱつ)とは大量 (たいりょう)の放射性 (ほうしゃせい)物質 (ぶっしつ)を生み出しながら (う　だ　　　　)、それを貯め込んで (た　こ　　)いく機械 (きかい)。広島 (ひろしま)原爆 (げんばく)は800グラムのウランを爆発 (ばくはつ)させて大量 (たいりょう)の死 (し)の灰 (はい)を人々 (ひとびと)の頭上 (ずじょう)に降 (ふ)らせたが、原発 (げんぱつ)は1 (　)基 (き)1 (　)年 (ねん)の運転 (うんてん)でウラン1トンを燃やし (も　　)同量 (どうりょう)の死 (し)の灰 (はい)ができる大変 (たいへん)危険 (きけん)なものです」。そして「国 (くに)も電力 (でんりょく)会社 (がいしゃ)も原発 (げんぱつ)の危険性 (きけんせい)を承知 (しょうち)の上 (うえ)で、自民党 (じみんとう)政権 (せいけん)が認可 (にんか)した57 (　　)基 (き)の原発 (げんぱつ)はすべて地方 (ちほう)に建 (た)てられたのです」。
「原発 (げんぱつ)事故 (じこ)が起 (お)きて、立ち入り (た　い　)が禁止 (きんし)された地域 (ちいき)で救助 (きゅうじょ)を待ちながら (ま　　　　)死んだ (し　　)人 (ひと)たち。災害 (さいがい)弱者 (じゃくしゃ)から死 (し)んでいったのです。そして生活 (せいかつ)を根こそぎ (ね　　)破壊 (はかい)され強制 (きょうせい)避難 (ひなん)させられた10万人 (まんにん)以上 (いじょう)の人々 (ひとびと)、苦難 (くなん)の中 (なか)で自死 (じし)も含め死 (ふく　し)に至った (いた　　　)人 (ひと)たち。被ばく (ひ　　)を防ぐ (ふせ　)ために立ち入り (た　い　)を制限 (せいげん)される「放射 (ほうしゃ)線 (せん)管理 (かんり)区域 (くいき)」に等しい (ひと　　)土地 (とち)で生活 (せいかつ)を続ける (つづ　　)100万人 (まんにん)もの人々 (ひとびと)。生活 (せいかつ)や家庭 (かてい)の崩壊 (ほうかい)を覚悟 (かくご)して自力 (じりき)で避難 (ひなん)した人 (ひと)たち」。「大勢 (おおぜい)の人々 (ひとびと)が福島 (ふくしま)原発 (げんぱつ)事故 (じこ)で命 (いのち)とくらしを脅かされ続 (おびや　　　　　つづ)けています。原子力 (げんしりょく)緊急 (きんきゅう)事態 (じたい)宣言 (せんげん)は今 (いま)も継続中 (けいぞくちゅう)であり、溶け落ちた (と　お　　)炉心 (ろしん)がどんな状態 (じょうたい)であるかすらわからないのです」。
そして話 (はなし)は忍び寄る (しの　よ　)戦争 (せんそう)に。戦争 (せんそう)では常に (つね　)庶民 (しょみん)が犠牲 (ぎせい)になり軍需 (ぐんじゅ)産業 (さんぎょう)は大 (おお)儲け (もうけ)する。示された (しめ　　　　)グラフ「世界 (せかい)の軍需 (ぐんじゅ)産業 (さんぎょう)２０傑 (けつ)」を見る (み　)と、突出 (とっしゅつ)上位 (じょうい)5社 (しゃ)はすべて米国 (べいこく)だ。
しめくくりに小出 (こいで)さんは二人 (ふたり)の戦争 (せんそう)体験者 (たいけんしゃ)の言葉 (ことば)を紹介 (しょうかい)しました。「気づいた (き　　)時 (とき)にはすべてが手遅れ (ておく　)だった」とのドイツの牧師 (ぼくし)ニーメラーの言葉 (ことば)。そして、俳人 (はいじん)渡辺 (わたなべ)白 (はく)泉 (せん)の「戦争 (せんそう)が廊下 (ろうか)の奥 (おく)に立って (た　)ゐた (いた)」という言葉 (ことば)。
２部 (ぶ)は、小室 (こむろ)等 (ひとし)さんとこむろゆいさんの音楽 (おんがく)の時間 (じかん)。1曲目 (きょくめ)は小出 (こいで)さんへの敬意 (けいい)を込めた『まちと飛行船 (ひこうせん)』、2曲目 (きょくめ)は『死んだ (し　　)男 (おとこ)の残 (のこ)したものは』、そして『だれかが風 (かぜ)の中 (なか)で』。心 (こころ)に染み渡る (し　わた　)深い (ふか　)歌声 (うたごえ)。
3部 (ぶ)では、戸田 (とだ)二郎 (じろう)ゆめ風 (かぜ)代表 (だいひょう)が「障害者 (しょうがいしゃ)は戦争 (せんそう)と災害 (さいがい)で真っ先 (ま　さき)に排除 (はいじょ)される。だからこそのゆめ風 (かぜ)の活動 (かつどう)であり、反戦 (はんせん)運動 (うんどう)です」と話 (はな)しました。
最後 (さいご)に会場 (かいじょう)から汚染 (おせん)水 (すい)海洋 (かいよう)放出 (ほうしゅつ)について尋ねられた (たず　　　　　　)小出 (こいで)さんのお話 (　　はなし)は衝撃的 (しょうげきてき)でした。「他 (ほか)に方法 (ほうほう)はあるのに、日本 (にほん)の原子力 (げんしりょく)政策 (せいさく)にとっては海 (うみ)に流す (なが　)ほかに選択肢 (せんたくし)はないのです。もともと政府 (せいふ)は六ケ所村 (ろっかしょむら)再処理 (さいしょり)工場 (こうじょう)で大量 (たいりょう)に出る (で　)トリチウム汚染 (おせん)水 (すい)を海 (うみ)に流す (なが　)と決 (き)めていた。福島 (ふくしま)原発 (げんぱつ)の汚染 (おせん)水 (すい)を海 (うみ)に流して (なが　　　)はいけないということになれば再処理 (さいしょり)工場 (こうじょう)を動 (うご)かすことができなくなる、国 (くに)の原子力 (げんしりょく)政策 (せいさく)の根幹 (こんかん)が崩れて (くず　　　)しまうのです」。
小出 (こいで)さんの言葉 (ことば)「権力者 (けんりょくしゃ)に騙されない (だま　　　　　　)責任 (せきにん)が個人 (こじん)にある。主権者 (しゅけんしゃ)の私たち (わたし　　　)一人 (ひとり)ひとりが賢く (かしこ　　)なる以外 (いがい)にないのです」が今 (いま)もこだまする。　
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（催し (もよお　　)の動画 (どうが)はゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)ホームページでご覧 (　らん)になれます）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: ]福島 (ふくしま)の今 (いま)　令和 (れいわ)5年 (ねん)　　
特定 (とくてい)非営利 (ひえいり)活動 (かつどう)法人 (ほうじん)さぽーとセンターぴあ　青田 (あおた)　由 (よし)幸 (ゆき)
東日本 (ひがしにほん)大震災後 (だいしんさいご)、福島 (ふくしま)は放射能 (ほうしゃのう)に苦しめ (くる　　　)られている。しかし、その後 (ご)の震災 (しんさい)は
あまり知 (し)られていない。2011年 (ねん)3月 (がつ)11日 (にち)M9震度 (しんど)7、同日 (どうじつ)15：15分 (ふん)M7.6震度 (しんど)6 (　)強 (きょう)。4月 (がつ)7 (　)日 (か)M7 (　).2震度 (しんど)6強 (きょう)、4月 (がつ)11日 (にち)M7.0震度 (しんど)6弱 (じゃく)、4月 (がつ)12日 (にち)M6.4震度 (しんど)6 (　)弱 (じゃく)、2021年 (ねん)2月 (がつ)13日 (にち)M7.3震度 (しんど)6強 (きょう)、2022年 (ねん)3月 (がつ)16日 (にち)M7.3震度 (しんど)6強 (きょう)。
昨年 (さくねん)、一昨年 (いっさくねん)と熊本 (くまもと)地震 (じしん)規模 (きぼ)（M7.3）が2年 (ねん)連続 (れんぞく)で起 (お)きている。我が家 (わ　や)も2年 (ねん)連続 (れんぞく)の地震 (じしん)で大規模 (だいきぼ)半壊 (はんかい)になり、解体 (かいたい)しなければならなくなった。福島 (ふくしま)県内 (けんない)2021年 (ねん)被害 (ひがい)家屋 (かおく)2,811棟 (とう)、2022年 (ねん)12,548棟 (とう)が被災 (ひさい)した。南相馬市 (みなみそうまし)鹿島区 (かしまく)、相馬市 (そうまし)は特 (とく)に被害 (ひがい)が大きく (おお　　)町 (まち)の中心 (ちゅうしん)は解体 (かいたい)が進み (すす　)、隙間 (すきま)だらけの町並 (まちな)みになっている。
　東電 (とうでん)原発 (げんぱつ)による災害 (さいがい)は、年 (とし)が経つ (た　)ごとに様々 (さまざま)に形 (かたち)を変えて (か　　)襲 (おそ)ってきている。現在 (げんざい)は汚染 (おせん)水 (すい)を処理 (しょり)水 (みず)に名前 (なまえ)を変え (か　)、海洋 (かいよう)にものすごい勢い (いきお　)で放出して (ほうしゅつ　　　)いる。IAEAのお墨付き (すみつ　)をもらった汚染 (おせん)水 (すい)なので、いかにも安全 (あんぜん)なように思 (おも)われてくる。中国 (ちゅうごく)や韓国 (かんこく)の反対 (はんたい)運動 (うんどう)もあり、海洋 (かいよう)放出 (ほうしゅつ)に異議 (いぎ)申し立て (もう　た　　)などは、風評 (ふうひょう)被害 (ひがい)を助長 (じょちょう)するとの考 (かんが)えで、決して (けっ　　　)意見 (いけん)が言える (い　　)環境 (かんきょう)にない。当然 (とうぜん)のごとく海 (うみ)に流す (なが　)ことと、安全 (あんぜん)は一緒 (いっしょ)のものと思われる (おも　　　　　)環境 (かんきょう)が出来上 (できあ)がってしまった。常磐物 (じょうばんもの)の魚 (さかな)を食 (た)べるパフォーマンスが岸田 (きしだ)さんやあちこちで見られる (みられる)が、相馬 (そうま)地域 (ちいき)、双葉 (ふたば)地域 (ちいき)の魚 (さかな)は一部 (いちぶ)試験 (しけん)操業 (そうぎょう)が続い (つづ　　)ており、「くろそい」という魚 (さかな)は放射能 (ほうしゃのう)を含んでおり食べられない (ふく　　　　た　　　　　　)。魚 (さかな)だけではなく、キノコや山菜 (さんさい)、一部 (いちぶ)果樹 (かじゅ)にも放射能 (ほうしゃのう)が出て (で　)おり、全て (すべ　)の食物 (しょくもつ)が安全 (あんぜん)になっているわけではない。
　でも、全て (すべ　　)が安全 (あんぜん)になっていないという発信 (はっしん)は、日本 (にっぽん)国 (こく)の食料 (しょくりょう)の風評 (ふうひょう)被害 (ひがい)をなくすためにとの大号令 (だいごうれい)で消さ (け　)れてしまっている。本当 (ほんとう)に全て (すべ　　)が安全 (あんぜん)なのかは分からない (わ　　　　)中 (なか)で、世の中 (よ　　なか)が進んで (すす　　)いる風景 (ふうけい)は、過去 (かこ)に水俣 (みなまた)であった安全 (あんぜん)神話 (しんわ)にとても似て (に　)いるように感 (かん)じる。人 (ひと)の命 (いのち)より経済 (けいざい)が大事 (だいじ)であるとの価値観 (かちかん)は変わ (か　)ってはいない。海洋 (かいよう)に汚染 (おせん)水 (すい)を放出 (ほうしゅつ)する以前 (いぜん)に、なぜ東電 (とうでん)が汚染 (おせん)水 (すい)を貯蔵 (ちょぞう)できないのかなどの議論 (ぎろん)はされていない。責任 (せきにん)は事故 (じこ)を起こした (お　　　)東電 (とうでん)ではなく、反対 (はんたい)すれば国益 (こくえき)に被害 (ひがい)を与える (あた　　　)として地元 (じもと)住民 (じゅうみん)に向けられる (む　　　)。
　相 (あい)も変わらず (か　　)、被ばく (ひ　　)し、甲状 (こうじょう)腺 (せん)がんになった子ども (こ　　)達 (たち)への責任 (せきにん)は誰 (だれ)も答え (こた　)ず、原因 (げんいん)も原発 (げんぱつ)事故 (じこ)との因果 (いんが)関係 (かんけい)は考えられない (かんが　　　　　　　　)と、県民 (けんみん)健康 (けんこう)調査会 (ちょうさかい)がずっと報告 (ほうこく)し続け (　つづ　)ている。そうであれば、なぜ338人 (にん)の子ども (こ　　)達 (たち)は小児 (しょうに)甲状 (こうじょう)腺 (せん)がんにならなければいけなかったのか。過剰診査 (かじょうしんさ)の影響 (えいきょう)なのか。福島 (ふくしま)に住んで (す　　)いた自己 (じこ)責任 (せきにん)になってしまうのか。
安全 (あんぜん)神話 (しんわ)もまた復活 (ふっかつ)している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
阿倍野 (あべの)防災 (ぼうさい)センター【地震 (じしん)体験 (たいけん)エリア】　検証 (けんしょう)報告 (ほうこく)
去 (さ)る9月 (がつ)13日 (にち)、車 (くるま)いす利用者 (りようしゃ)をはじめ、障害者 (しょうがいしゃ)が当たり前のこととして施設 (しせつ)（地震 (じしん)体験 (たいけん)エリア）を利用 (りよう)できるように、マニュアル・注意 (ちゅうい)事項 (じこう)の作成 (さくせい)や、センター職員 (しょくいん)の人権 (じんけん)研修 (けんしゅう)の内容 (ないよう)等 (とう)を検討 (けんとう)すべく、車 (くるま)いす利用者 (りようしゃ)約 (やく)15名 (めい)と介助者 (かいじょしゃ)合わせて (あ　　)約 (やく)30名 (めい)が阿倍野 (あべの)防災 (ぼうさい)センターに集い (つど　)、防災 (ぼうさい)センター職員 (しょくいん)、大阪市 (おおさかし)福祉局 (ふくしきょく)職員 (しょくいん)と共 (とも)に地震 (じしん)体験 (たいけん)エリアの検証 (けんしょう)を行い (おこな　)ました。

[image: ]大地震 (だいじしん)を体感 (たいかん)し、みんなで助かり合う (たす　　あ　)ための備え (そな　)を！！　　
ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)　理事 (りじ)　自立 (じりつ)生活夢 (せいかつむ)宙 (ちゅう)センター (　)　内田 (うちだ)　瞳 (ひとみ)
2023年 (ねん)9月 (がつ)13日 (にち)あべのタスカル震度 (しんど)７体験 (たいけん)
前半 (ぜんはん)（阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)）：震度 (しんど)7短め (みじか　)
後半 (こうはん)（南海 (なんかい)トラフ大地震 (だいじしん)想定 (そうてい)）：震度 (しんど)6長 (なが)め
私 (わたし)は、体重 (たいじゅう)を含める (ふく　　　)と電動車 (でんどうくるま)いすの総重量 (そうじゅうりょう)が約 (やく)200キロある。利き腕 (き　うで)は手 (て)すりにつかまることはできたが、車体 (しゃたい)はかなり揺れ (ゆ　)、タイヤが少し (すこ　)宙 (ちゅう)に浮 (う)いた。揺れ (ゆ　)の向き (む　)にもよるが、３・２・１と事前 (じぜん)にカウントダウンして構 (かま)え、介助者 (かいじょしゃ)もしっかりスタンバイして、このような結果 (けっか)になった。本当 (ほんとう)に怖い (こわ　)思 (おも)いをしたので、揺れ (ゆ　)の大きさ (おお　　　)を体感 (たいかん)することが大切 (たいせつ)だと思っ (おも　)ている。私 (わたし)は28年前 (ねんまえ)の阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)被災者 (ひさいしゃ)でもあるが、久しぶり (ひさ　　　　)に大地震 (だいじしん)の揺れ (ゆ　)を体験 (たいけん)し、被災 (ひさい)当事者 (とうじしゃ)としてこれからも語り (かた　)つがなければいけないと再認識 (さいにんしき)した。
このような経験 (けいけん)をするチャンスを、障 (しょう)がいのある人 (ひと)にもない人 (ひと)にも等しく (ひと　　)提供 (ていきょう)してもらいたいと考 (かんが)えている。なぜなら、大地震 (だいじしん)の際 (さい)には健 (けん)常者 (じょうしゃ)も立 (た)っていられないぐらい大変 (たいへん)だということを障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)も知 (し)らなければならない。大阪 (おおさか)に住む (す　)重度障 (じゅうどしょう)がい者 (しゃ)の仲間 (なかま)には、災害 (さいがい)時 (じ)に誰 (だれ)かが助 (たす)けてくれると考えて (かんが　　　)いる人 (ひと)が多く (おお　)、防災 (ぼうさい)意識 (いしき)が比較的 (ひかくてき)低い (ひく　)ように感 (かん)じている。助かり合う (たす　　あ　)ためにはやはり色々 (いろいろ)な準備 (じゅんび)と対策 (たいさく)が必要 (ひつよう)で、このような体験 (たいけん)をしてこそ人々 (ひとびと)の意識 (いしき)があがり、日頃 (ひごろ)の防災 (ぼうさい)対策 (たいさく)へつながるのだと考えて (かんが　　　)いる。

阿倍野 (あべの)防災 (ぼうさい)センター　ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)　阿部 (あべ)　俊介 (しゅんすけ)
防災 (ぼうさい)センターでは、南海 (なんかい)トラフ地震 (じしん)を想定 (そうてい)した地震 (じしん)体験 (たいけん)をしましたが、簡易 (かんい)電動 (でんどう)車椅子 (くるまいす)に乗ってる (の　　)とは言って (い　　)も、かなりの揺れ (ゆ　)で、後ろ (うし　)で誰 (だれ)かささえてくれてないと危なく (あぶ　　)感じ (かん　)ました。東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)を経験 (けいけん)している僕 (ぼく)ですが、あの時 (とき)は手動 (しゅどう)の車椅子 (くるまいす)で後 (うし)ろにひっくり返り (かえ)そうになりましたが、その時 (とき)は両足 (りょうあし)がテーブルに引っ掛かり (ひ　か　　)転倒 (てんとう)しないですみました。防災 (ぼうさい)センターでは僕 (ぼく)以外 (いがい)にも総 (そう)重量 (じゅうりょう)１５０キロ近く (ちか　)にもなる電動 (でんどう)車椅子 (くるまいす)の方 (かた)も来られて (こ　　)体験 (たいけん)しましたが、それでも結構 (けっこう)車椅子 (くるまいす)が動いたり (うご　　　　　)して、体験 (たいけん)とはいえ、改めて (あらた　　　)地震 (じしん)の凄さ (すご　　)に驚 (おどろ)かされました。この貴重 (きちょう)な経験 (けいけん)を生かして (い　　)、これからもっと防災 (ぼうさい)に力 (ちから)を入れて (い　　)伝えて (つた　　　)いきたいと思います (おも　　　　)。今度 (こんど)は別 (べつ)な防災 (ぼうさい)体験 (たいけん)ができる所 (ところ)に行き (い　)、勉強 (べんきょう)していきたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: ]リレーエッセイ　災害 (さいがい)と障害者 (しょうがいしゃ)　第七十七回 (だいななじゅうななかい)
災害 (さいがい)時 (じ)の対応 (たいおう)も、私 (わたし)たち抜き (　　ぬ　)に決 (き)めないで！　　牧野 (まきの)　善浴 (よしひろ)
静岡市 (しずおかし)障害者 (しょうがいしゃ)協会 (きょうかい)会長 (かいちょう)。1956年 (ねん)静岡市生 (しずおかしせい)。長男 (ちょうなん)長女 (ちょうじょ)と妻 (つま)と母 (はは)と同居 (どうきょ)。
地銀 (ちぎん)に15年 (ねん)勤務後 (きんむご)、社会 (しゃかい)福祉士 (ふくしし)を取得 (しゅとく)。同協会 (どうきょうかい)立ち上げ (た　あ　)時 (じ)に事務 (じむ)局長 (きょくちょう)を務め (つと)現在 (げんざい)会長 (かいちょう)。認定 (にんてい)ＮＰＯ法人 (ほうじん)を取得 (しゅとく)し、グッドガバナンス認証 (にんしょう)もいただく。

〇はじめに
　静岡県 (しずおかけん)は東海 (とうかい)地震説 (じしんせつ)から４０余年 (　　　よねん)、防災 (ぼうさい)対策 (たいさく)は「先進地 (せんしんち)」から被災 (ひさい)経験地 (けいけんち)に追い越され (おいこされ)、周回 (しゅうかい)遅れ (おく　)の状態 (じょうたい)です。地域 (ちいき)の防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)も「整然 (せいぜん)と集まって (あつま　　　　　)初期 (しょき)消火 (しょうか)等 (とう)の訓練 (くんれん)をして、おにぎりをもらって帰る (かえ　　)」等 (とう)、旧態 (きゅうたい)依然 (いぜん)。自主 (じしゅ)防災 (ぼうさい)組織 (そしき)（以下 (いか)、自主 (じしゅ)防 (ぼう)）は避難所 (ひなんじょ)の立ち上 (た　あ)げ訓練 (くんれん)はせず、なんとかなると楽観視 (らっかんし)。そして障害者側 (しょうがいしゃがわ)も訓練 (くんれん)にほとんど参加 (さんか)せず、あきらめ状態 (じょうたい)。その中 (なか)、大きな (おお　　　)被災 (ひさい)のない静岡 (しずおか)でも当事者 (とうじしゃ)らが予防型 (よぼうがた)活動 (かつどう)でもがいている動き (うご　　)を発信 (はっしん)します。

〇最近 (さいきん)の動 (うご)き
「2022年 (ねん)９月 (　　がつ)に静岡市 (しずおかし)を襲った (おそ　　　)台風 (たいふう)１５号 (　　　　ごう)で、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)は断水 (だんすい)、停電 (ていでん)などの影響 (えいきょう)で生活 (せいかつ)はとても困りました (こま　　　　　　　)が、行政 (ぎょうせい)の調査 (ちょうさ)結果 (けっか)では、問題 (もんだい)や課題 (かだい)は出て (で　)いません。本市 (ほんし)では2012年 (ねん)に『災害 (さいがい)時 (じ)避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)名簿 (めいぼ)』と『支援 (しえん)マニュアル』が自主 (じしゅ)防 (ぼう)と民生 (みんせい)委員 (いいん)に配られ (くば　　　　)『支援 (しえん)の仕組み (しく　　)』は作られました (つく　　　　　　　)が、今回 (こんかい)の台風 (たいふう)では手 (て)をつなぐ育成会 (いくせいかい)で誰 (だれ)からも安否 (あんぴ)確認 (かくにん)されなかったとの声 (こえ)が多く (おお　)、仕組み (しく　)は機能 (きのう)しそうにありません。今後 (こんご)くる大災害 (だいさいがい)の被害 (ひがい)を想像 (そうぞう)すると障害者 (しょうがいしゃ)には命 (いのち)に係わり (かか　　　)大変 (たいへん)不安 (ふあん)です。行政 (ぎょうせい)には、１月 (　　がつ)に現行 (げんこう)の仕組み (しく　)の改善 (かいぜん)要望 (ようぼう)を出しました (だ　　　)が、検討中 (けんとうちゅう)とのことではかばかしくありません。地域 (ちいき)は自主 (じしゅ)防役員 (ぼうやくいん)や民生 (みんせい)委員 (いいん)が高齢 (こうれい)で多忙 (たぼう)、なり手不足 (てぶそく)など様々 (さまざま)な課題 (かだい)を抱えて (かか　　)いる事情 (じじょう)はありますが、命 (いのち)に係わる (かか　　)本件 (ほんけん)は本市 (ほんし)が官民 (かんみん)総力 (そうりょく)を挙げて (あ　　)取り組む (と　く　)べき課題 (かだい)だと思います (おも　　　　　)。（以下 (いか)略 (りゃく)）」
　以上 (いじょう)が、当協会 (とうきょうかい)が市 (し)議会 (ぎかい)の自民党 (じみんとう)執行部 (しっこうぶ)に相談 (そうだん)の上 (うえ)、提出 (ていしゅつ)した要望書 (ようぼうしょ)の鑑 (かがみ)文 (ぶん)です。行政 (ぎょうせい)は「被害 (ひがい)はあったけど、なんとかなった」ということで動き (うご　　)が鈍い (にぶ　)ため、福祉 (ふくし)、危機 (きき)管理 (かんり)、市民 (しみん)を所管 (しょかん)する３局 (きょく)にまたがり、かつ当事者 (とうじしゃ)や関係者 (かんけいしゃ)も参画 (さんかく)する横断的 (おうだんてき)な協議 (きょうぎ)の場 (ば)を議会 (ぎかい)に働きか (はたら　　　)けます。災害 (さいがい)対策 (たいさく)を「私 (わたし)たち抜き (　　ぬき)で、私たち (わたし　　　)のことを決めないで (き　　　)」と提言 (ていげん)します。

〇活動 (かつどう)のきっかけと展開 (てんかい)
　2005年 (ねん)の静岡市 (しずおかし)障害者 (しょうがいしゃ)協会 (きょうかい)の設立 (せつりつ)がきっかけです。当時 (とうじ)は３障害 (しょうがい)の一元化 (いちげんか)という国 (くに)の号令 (ごうれい)もあり、身体 (しんたい)、知的 (ちてき)、精神 (せいしん)の障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)が集まり (あつ　　)立ち上 (た　あ)げ、市 (し)から事業 (じぎょう)（現在 (げんざい)は、基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター）を受託 (じゅたく)しました。その後 (　　ご)、発達障 (はったつしょう)害 (がい)と難病 (なんびょう)の団体 (だんたい)等 (とう)が加 (くわ)わり、現在 (げんざい)は認定 (にんてい)NPO法人 (ほうじん)です。特性 (とくせい)やニーズの違う (ちが　)３障害 (しょうがい)の団体 (だんたい)に共通 (きょうつう)する課題 (かだい)は「防災 (ぼうさい)」でした。当初 (とうしょ)から取り組んで (と　く　　)18年 (ねん)。「避難所 (ひなんじょ)で安心 (あんしん)して暮らせる (くら)か」をテーマに、小学校 (しょうがっこう)の体育館 (たいいくかん)などで宿泊 (しゅくはく)防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)をほぼ毎年 (まいとし)行 (おこな)ってきました。
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〇避難所 (ひなんじょ)運営 (うんえい)訓練 (くんれん)の様子 (ようす)と課題 (かだい)
訓練 (くんれん)のテーマは、障害者 (しょうがいしゃ)の参加 (さんか)と宿泊 (しゅくはく)。当初 (とうしょ)の
キャッチコピーは「喰う (く　)、寝る (ね　)、出す (だ　)！」でした。
例えば (たと　　)初回 (しょかい)、簡易 (かんい)トイレで実際 (じっさい)に大 (だい)を出した (だ　　)のは私 (わたし)　　　感染対策をして行なった避難所立上げの訓練の様子
だけでしたが、数年後 (すうねんご)、小学生 (しょうがくせい)が「僕 (ぼく)、できた」と嬉しそう (うれ　　　　)に発表 (はっぴょう)しました。毎回 (まいかい)100名 (めい)程度 (ていど)の参加者 (さんかしゃ)がおり、うち３割 (わり)が宿泊 (しゅくはく)。当事者 (とうじしゃ)の参加 (さんか)も約 (やく)３割 (　　わり)と高く (たか　)、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)と一緒 (いっしょ)にやっています。特 (とく)に、福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)予定 (よてい)施設 (しせつ)での訓練 (くんれん)では医療的 (いりょうてき)ケアのある人 (ひと)など4人 (にん)（医療的 (いりょうてき)ケアのある私 (わたし)の長女 (ちょうじょ)も含めて (ふく　　)）が家族 (かぞく)と泊まりました (とま　　　　　　)。その後 (　　ご)、総括的 (そうかつてき)な宿泊 (しゅくはく)訓練 (くんれん)の様子 (ようす)が2014年 (ねん)１月 (　がつ)、NHK教育 (きょういく)の番組 (ばんぐみ)「バリバラ」で放映 (ほうえい)されました。
協会 (きょうかい)の主催 (しゅさい)では、望む (のぞ　)ものはある意味 (いみ)何 (なん)でもできるので、2016年 (ねん)、主催 (しゅさい)を西豊田 (にしとよた)小学区 (しょうがっく)の地域 (ちいき)支 (ささ)え合い (あ　)委員会 (いいんかい)に移し (うつ　)、大学 (だいがく)の先生 (せんせい)に継続 (けいぞく)指導 (しどう)いただき、協会 (きょうかい)は協力 (きょうりょく)に回りました (まわ　　　　　)。訓練 (くんれん)は継続 (けいぞく)され、コロナ禍 (か)でも感染 (かんせん)予防型 (よぼうがた)（宿泊 (しゅくはく)ナシ）で実施 (じっし)しました。

〇最近 (さいきん)の国 (くに)の方向 (ほうこう)と現実 (げんじつ)
個別 (こべつ)避難 (ひなん)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)や福祉 (ふくし)避難所 (ひなんじょ)への直接 (ちょくせつ)避難 (ひなん)、事前 (じぜん)避難 (ひなん)など国 (くに)が矢継ぎ早 (やつ　ばや)に方針 (ほうしん)を出 (だ)していますが結局 (けっきょく)、地方 (ちほう)はとても対応 (たいおう)できません。なぜならベースとなるべき、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)の支援 (しえん)の仕組み (しく　)が動かない (うご　　　　)からです。名簿 (めいぼ)（今 (いま)は、避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)名簿 (めいぼ)）を活用 (かつよう)して、家庭 (かてい)訪問 (ほうもん)し、避難 (ひなん)支援者 (しえんしゃ)と避難 (ひなん)訓練 (くんれん)して本番 (ほんばん)に備える (そな　　　)ことができている地域 (ちいき)はごくわずか。個別 (こべつ)避難 (ひなん)計画 (けいかく)を作成 (さくせい)しても、地域 (ちいき)で支える (ささ　　　)仕組み (しく　)がなく、人 (ひと)（避難 (ひなん)支援者 (しえんしゃ)）もいないのでは、絵 (え)に描いた (か　　)餅 (もち)です。官僚 (かんりょう)が組織 (そしき)と予算 (よさん)を使い (つか　)仕組み (しく　)を考えて (かんが　　　)も、地域 (ちいき)は動きません (うご　　　　　　　)。地域 (ちいき)は、インクルージョンの状態 (じょうたい)、多様 (たよう)な住民 (じゅうみん)の集 (しゅう)合体 (ごうたい)で、押付けられた (おしつ　　　　　　　)自主 (じしゅ)防 (ぼう)ではなく人間 (にんげん)関係 (かんけい)が行動 (こうどう)基準 (きじゅん)です。インクルージョンの対義語 (たいぎご)は効率化 (こうりつか)と悪 (あく)平等 (びょうどう)でしょう。
　以前 (いぜん)より「よきに計ら (はか　)おうとしているのだから、黙って (だま　　)従え (したが　)」の風潮 (ふうちょう)がありましたが結果 (けっか)、助 (たす)からなければ問題 (もんだい)です。国連 (こくれん)から「日本 (にほん)の諸制度 (しょせいど)はパターナリスティック（父権 (ふけん)主義的 (しゅぎてき)）だ」と言 (い)われたことを静岡 (しずおか)の防災 (ぼうさい)でも謙虚 (けんきょ)に受け止 (う　と)めたい。このままだと障害者 (しょうがいしゃ)の死亡率 (しぼうりつ)が東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)の二の舞 (に　まい)、最悪 (さいあく)、一般 (いっぱん)の３倍 (　ばい)にも5 (　)倍 (ばい)にもなるという危機感 (ききかん)で今 (いま)、動 (うご)いています。インクルージョンの地域 (ちいき)でどうしたら誰 (だれ)も取り残されない (と　のこ　　　　　)準備 (じゅんび)ができるか、「私たち (わたし　　　　)の声 (こえ)で、一緒 (いっしょ)に仕組み (しく　　)を作る (つく　)」に挑戦 (ちょうせん)します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
応援団 (おうえんだん)からこんにちはvol.７
災害 (さいがい)時 (じ)にはより小さな (ちいさな)地域 (ちいき)単位 (たんい)、「町 (まち)」や「村 (むら)」での情報 (じょうほう)が必要 (ひつよう)になってきます。そこで、いざ、災害 (さいがい)が発生 (はっせい)したときに「地域 (ちいき)単位 (たんい)」で情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)してくださる団体 (だんたい)を募集 (ぼしゅう)することにしました。それが「ゆめ風 (かぜ)応援団 (おうえんだん)」です。
[image: ]沖縄県 (おきなわけん)宜野湾市 (ぎのわんし)
沖縄県 (おきなわけん)自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター・イルカ　早坂 (はやさか)　佳之 (よしゆき)
沖縄 (おきなわ)における台風 (たいふう)6号 (ごう)の被害 (ひがい)と障害者 (しょうがいしゃ)の災害 (さいがい)への備 (そな)え
2023年 (ねん)、沖縄 (おきなわ)に大きな (おお　　　)被害 (ひがい)をもたらした、台風 (たいふう)6号 (ごう)（カーヌン）。その強さ (つよさ)と暴風 (ぼうふう)警報 (けいほう)の期間 (きかん)の長 (なが)さは、普段 (ふだん)台風 (たいふう)にあうことが多い (おお　)とされる沖縄 (おきなわ)の人 (ひと)でさえ、過去 (かこ)に経験 (けいけん)したことがない異常 (いじょう)なものでした。本島 (ほんとう)地域 (ちいき)が暴風域 (ぼうふういき)に入った (はい　　　)期間 (きかん)は8月 (がつ)1日 (にち)午前 (ごぜん)4時 (じ)30分 (ふん)～3日 (にち)の午前 (ごぜん)1時 (じ)30分 (ふん)にかけて45時間 (じかん)、その後 (　　ご)再び (ふたたび)4日 (にち)午後 (ごご)3時 (じ)27分 (ふん)～6日 (にち)午前 (ごぜん)4時 (じ)28分 (ふん)（本島中 (ほんとうちゅう)南部 (なんぶ)）と37時間 (じかん)暴風 (ぼうふう)警報 (けいほう)が発令 (はつれい)されました。
停電 (ていでん)による、医療 (いりょう)機器 (きき)の停止 (ていし)、エアコン停止 (ていし)による体温 (たいおん)調整 (ちょうせい)の不具合 (ふぐあい)、断水 (だんすい)、エレベーター等 (など)の停止 (ていし)による移動 (いどう)の困難 (こんなん)、テレビ、スマホなどの端末 (たんまつ)が使用 (しよう)できない事 (こと)による情報 (じょうほう)の遮断 (しゃだん)、運輸 (うんゆ)停止 (ていし)により必要 (ひつよう)な薬 (くすり)や食料 (しょくりょう)、物資 (ぶっし)の不足 (ふそく)、介助者 (かいじょしゃ)の足 (あし)止め (ど　)による介助 (かいじょ)困難 (こんなん)状態 (じょうたい)等 (とう)、健 (けん)常者 (じょうしゃ)でも大変 (たいへん)不便 (ふべん)な状態 (じょうたい)が、障害者 (しょうがいしゃ)にとっては、何 (なに)もわからない、動けない (うご　　　　)、孤立 (こりつ)、命 (いのち)が危ない (あぶ　　　)状態 (じょうたい)につながってしまう事 (こと)が浮き彫り (う　ぼ　)となりました。
こういう時 (とき)に頼り (たよ　)になるはずの福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)も停電 (ていでん)が起き (お　)、事実上 (じじつじょう)閉鎖 (へいさ)した所 (ところ)もありました。医療的 (いりょうてき)ケア児 (　　じ)を連れた (つ　　)親 (おや)が暴風 (ぼうふう)の中 (なか)、電気 (でんき)を求めて (もと　　)移動 (いどう)したことも聞いて (き　　)います。
今回 (こんかい)の台風 (たいふう)を過ぎた (す　　)ものとせず、省みながら (かえり　　　　　　　)、今後 (こんご)も起こりうる (お　　　)災害 (さいがい)に最も (もっと　)危険 (きけん)にさらされるであろう人 (ひと)たちの目線 (めせん)で対応 (たいおう)をみなで考えられる (かんが　　　　　　)社会 (しゃかい)が求 (もと)められています。
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宮城県 (みやぎけん)仙台市 (せんだいし)
NPO法人 (ほうじん)　麦 (むぎ)の会 (かい)　コッペ　
代表 (だいひょう)理事 (りじ)　飯嶋 (いいじま)　茂 (しげる)
私 (わたし)が代表 (だいひょう)を務める (つと　　　)障害者 (しょうがいしゃ)事業所 (じぎょうしょ)「コッペ」はパンとクッキーを作って (つく　　　)います。東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)の時 (とき)には、全国 (ぜんこく)の皆様 (みなさま)から多く (おお　)の注文 (ちゅうもん)をいただき、「買い支え (か　ささ　)」て頂き (いただ　)ました。
当時 (とうじ)運営 (うんえい)委員 (いいん)をつとめていた自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター「CILたすけっと」で救援 (きゅうえん)のお手伝 (　てつだ)いをさせていただきました。震災 (しんさい)の何日 (なんにち)か後 (あと)には車 (くるま)に支援 (しえん)物資 (ぶっし)を満載 (まんさい)した方 (かた)も来ら (こ　)れてびっくり。その後 (あと)も続々 (ぞくぞく)と人 (ひと)も物資 (ぶっし)も集まって (あつ　　　　)きて、阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)の経験 (けいけん)がものすごく生かされて (い　　　)いるなと感 (かん)じたものでした。
本当 (ほんとう)に多く (おお　)の人 (ひと)に来 (き)ていただきました。久しぶり (ひさ　　　　)の再会 (さいかい)、新しい (あたら　　　)出会い (であ　)もありました。コッペの状況 (じょうきょう)も話しました (はな　　　　　　)。沿岸部 (えんがんぶ)も案内 (あんない)しました。夜 (よる)もお付き合い (　つ　あ　)しました。月並み (つきなみ)ですが多く (おお　)の出会い (であ　)が財産 (ざいさん)になりました。
支援 (しえん)の中 (なか)で立ち上がった (た　あ　　　)団体 (だんたい)もありますが、残念 (ざんねん)なこともあります。救援 (きゅうえん)の受け入れ (う　い　)団体 (だんたい)としてフル稼働 (かどう)した「たすけっと」の解散 (かいさん)です。原因 (げんいん)の一つ (ひと　　)として救援 (きゅうえん)を受け入れた (う　い　　)「疲れ (つか　)」も多少 (たしょう)なりともあったかと思 (おも)います。関 (かか)わっていたものとして忸怩 (じくじ)たるものが今 (いま)でもあります。
その後 (ご)も地震 (じしん)・洪水 (こうずい)等 (とう)の災害 (さいがい)で、被害 (ひがい)を受けた (う　　)障害者 (しょうがいしゃ)事業所 (じぎょうしょ)の情報 (じょうほう)は、ゆめ風 (かぜ)にわかる範囲 (はんい)で送って (おく　　　)います。ゆめ風 (かぜ)があることでの安心感 (あんしんかん)は大きな (おお　　　)ものがあります。
これからもよろしくお願 (ねが)いします。
                                                                                           
ＤＷＡＴは災害 (さいがい)時 (じ)の障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)に役立 (やくだ)つか？　事務 (じむ)局長 (きょくちょう)　八幡 (やはた)　隆司 (たかし)
DWATとは
DWATとは災害 (さいがい)派遣 (はけん)福祉 (ふくし)チーム（福祉 (ふくし)施設 (しせつ)等 (とう)で働く (はたら　)福祉 (ふくし)専門 (せんもん)職 (しょく)で構成 (こうせい)するチーム）のことでDisaster（災害 (さいがい)） Welfare（福祉 (ふくし)） Assistance（支援 (しえん)）Team（チーム）の頭文字 (かしらもじ)からこう呼 (よ)ばれています。Welfare（福祉 (ふくし)）のかわりにCare（ケア）を使 (つか)い、DCATと呼ん (よん)でいるところもあります。DWATは、東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)をきっかけに全国 (ぜんこく)に広がった (ひろ　　　　)団体 (だんたい)で、今 (いま)では和歌山 (わかやま)を除く (のぞ　)すべての都道府県 (とどうふけん)に設置 (せっち)されています。
　2016年 (ねん)の熊本 (くまもと)地震 (じしん)ではじめてDWATの派遣 (はけん)が要請 (ようせい)され、その後2018年 (ねん)の西日本 (にしにほん)豪雨 (ごうう)でも活躍 (かつやく)しました。しかしDWATが対象 (たいしょう)とするのは高齢者 (こうれいしゃ)、障害者 (しょうがいしゃ)、子 (こ)どもであり、活躍 (かつやく)したといってもそれぞれの専門 (せんもん)分野 (ぶんや)が活かされた (い　　　)かというと疑問 (ぎもん)が残 (のこ)ります。
　
指定 (してい)避難所 (ひなんじょ)の支援 (しえん)が目的 (もくてき)
　2018年 (ねん)に厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)から出された (だ　　)「災害 (さいがい)時 (じ)の福祉 (ふくし)支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)について」という通知 (つうち)によると「各都道府県 (かくとどうふけん)は、一般 (いっぱん)避難所 (ひなんじょ)で災害 (さいがい)時 (じ)要配慮者 (ようはいりょしゃ)に対する (たい　　)福祉 (ふくし)支援 (しえん)を行う (おこな　)災害 (さいがい)派遣 (はけん)福祉 (ふくし)チームを組成 (そせい)するとともに、一般 (いっぱん)避難所 (ひなんじょ)へこれを派遣 (はけん)すること等 (など)により、必要 (ひつよう)な支援 (しえん)体制 (たいせい)を確保 (かくほ)することを目的 (もくてき)として、都道府県 (とどうふけん)、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)や社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)施設 (しせつ)等 (とう)関係 (かんけい)団体 (だんたい)などの官民 (かんみん)協働 (きょうどう)による『災害 (さいがい)福祉 (ふくし)支 (し)援 (えん)ネットワーク』を構築 (こうちく)するものとする」とあります。つまりDWATの目的 (もくてき)はあくまで一般 (いっぱん)避難所 (ひなんじょ)への支援 (しえん)が目的 (もくてき)となっていて、各都道府県 (かくとどうふけん)の派遣 (はけん)要綱 (ようこう)を見て (み　)も同 (おな)じように一般 (いっぱん)避難所 (ひなんじょ)へ派遣 (はけん)すると書 (か)いてあります。
　しかし東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)のような大規模 (だいきぼ)災害 (さいがい)で避難所 (ひなんじょ)に避難 (ひなん)していた障害者 (しょうがいしゃ)はごく少数 (しょうすう)です。そのほかの災害 (さいがい)についてもやはり障害者 (しょうがいしゃ)は在宅 (ざいたく)や車中 (しゃちゅう)泊 (はく)、親せき宅 (しん　　　たく)など指定 (してい)避難所 (ひなんしょ)以外 (いがい)のところで過 (す)ごすことが多 (おお)いのです。

相談 (そうだん)体制 (たいせい)と訪問 (ほうもん)を基本 (きほん)にするべき
　ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)は過去 (かこ)の災害 (さいがい)で地元 (じもと)の団体 (だんたい)と被災地 (ひさいち)障害者 (しょうがいしゃ)センターを設置 (せっち)運営 (うんえい)してきましたが、活動 (かつどう)の基本 (きほん)は電話 (でんわ)相談 (そうだん)や避難所 (ひなんじょ)、障害者 (しょうがいしゃ)事業所 (じぎょうしょ)などを訪問 (ほうもん)することです。しかしDWATは指定 (してい)避難所 (ひなんじょ)の支援 (しえん)するといっても、巡回 (じゅんかい)をするわけではなく、市町村 (しちょうそん)から要請 (ようせい)のあった避難所 (ひなんしょ)にとどまり、支援 (しえん)するにすぎません。高齢者 (こうれいしゃ)や子ども (こ　　)は避難所 (ひなんじょ)にいることが多 (おお)くても、一か所 (いっ　しょ)の避難所 (ひなんしょ)にとどまっていたのでは障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)は到底 (とうてい)できるものとは思 (おも)えません。新潟県 (にいがたけん)中越 (ちゅうえつ)地震 (じしん)や中越 (ちゅうえつ)沖 (おき)地震 (じしん)では、新潟県 (にいがたけん)が障害者 (しょうがいしゃ)のための電話 (でんわ)相談 (そうだん)拠点 (きょてん)を設置 (せっち)し、そこに県内 (けんない)の相談員 (そうだんいん)を動員 (どういん)して障害者宅 (しょうがいしゃたく)の訪問 (ほうもん)活動 (かつどう)をするなどして支援 (しえん)を行い (おこな　)ました
　DWATも分野 (ぶんや)ごとの特性 (とくせい)を活かした (い　　)活動 (かつどう)を進 (すす)めないことには、今後 (こんご)も災害 (さいがい)時 (じ)の障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)が進む (すす　)とは思えません (おも　　　　　　　)。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【重要 (じゅうよう)】
2023年度 (ねんど)確定 (かくてい)申告 (しんこく)で「寄附 (きふ)金 (きん)控除 (こうじょ)」をされる方 (かた)は確定 (かくてい)申告 (しんこく)の年度 (ねんど)にご注意 (ちゅうい)ください
2023年 (ねん)12月中 (がつちゅう)のクレジットカードでのご寄付 (きふ)へは、2024年 (ねん)1月 (がつ)20日付 (にちづけ)※ (こめ)で領収書 (りょうしゅうしょ)を発行 (はっこう)しますので、確定 (かくてい)申告 (しんこく)の寄付 (きふ)金 (きん)控除 (こうじょ)に含め (ふく　)られる年度 (ねんど)は2024年度 (ねんど)ではなく2025年 (ねん)となります。
2023年 (ねん)12月付け (がつつ　)の領収書 (りょうしゅうしょ)をご希望 (　　きぼう)の方 (かた)はお手数 (　てすう)ですが、クレジットカードではなく「郵便 (ゆうびん)振替 (ふりかえ)」にて12月 (がつ)30日 (にち)までにお手続 (　てつづ)きください。
※領収書 (りょうしゅうしょ)の日付 (ひづけ)はクレジットカードでの決済 (けっさい)日 (び)ではなく、「カード決済 (けっさい)代行 (だいこう)会社 (がいしゃ)」からゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)へ入金 (にゅうきん)された日付 (ひづけ)（決済 (けっさい)日 (び)翌月 (よくげつ)２０日 (　　　にち)）です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カンパを頂いた (いただ　　　)団体 (だんたい)　2023/7-2023/9
お店 (みせ)に募金箱 (ぼきんばこ)を置い (お　)てくださったり、街頭 (がいとう)募金 (ぼきん)やバザー、イベントで集 (あつ)めてくださったりしています。
本当 (ほんとう)にありがとうございます。もしも、記載 (きさい)漏れ (も　)がありましたらご連絡 (　れんらく)ください。

7/4　ひまわり教室 (きょうしつ)（金沢市 (かなざわし)）
7/10　やました甲乙 (こうおつ)鍼灸院 (しんきゅういん)（大阪市 (おおさかし)）
7/21　出発 (たびだち)のなかまの会 (かい)（大阪市 (おおさかし)）
8/8　災害 (さいがい)弱者 (じゃくしゃ)安心 (あんしん)ネットワーク高松 (たかまつ)（高松市 (たかまつし)）
8/25　ひらの亀 (かめ)戸 (と)ひまわり診療所 (しんりょうじょ)（江東区 (こうとうく)）
9/1　みのおチャリティーコンサート実行 (じっこう)委員会 (いいんかい)（箕面市 (みのおし)）
9/5　Tea for two （四 (よつ)街道市 (かいどうし)）
9/15　草 (くさ)の実家族会 (みかぞくかい)(札幌市 (さっぽろし))
9/15　麦っ子 (むぎ　こ)保育園 (ほいくえん)(座間市 (ざまし))
9/15　常 (じょう)福寺 (ふくじ)(大阪市 (おおさかし))
9/19　いーはーとーぶ（さいたま市 (し)）
9/26　沖縄県 (おきなわけん)自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センターイルカ(宜野湾市 (ぎのわんし))

事務局 (じむきょく)の動 (うご)き2023/4～6
2023年 (ねん)7 (　)月 (がつ)から9月 (がつ)の動き (うご　)を一部 (いちぶ)ご紹介 (　しょうかい)します。

毎週 (まいしゅう)月曜日 (げつようび)：事務局 (じむきょく)会議 (かいぎ)　毎週 (まいしゅう)金曜日 (きんようび)：新HP (しん　　)打合せ (うちあわ　)
・7/5 BCP（事業 (じぎょう)継続 (けいぞく)計画 (けいかく)）研究会 (けんきゅうかい)
・7/6 震災 (しんさい)対策 (たいさく)技術展 (ぎじゅつてん)参加 (さんか)
・7/7 摂津市 (せっつし)企画 (きかく)会議 (かいぎ)
・7/8 大阪宅 (おおさかたく)老所 (ろうしょ)・グループハウス連絡会 (れんらくかい)講演 (こうえん)
・7/10 障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)についての研修 (けんしゅう)
・7/20 大阪府 (おおさかふ)災害 (さいがい)対応 (たいおう)訓練 (くんれん)
[bookmark: _Hlk148540169]・7/25 中学生 (ちゅうがくせい)プロジェクト（摂津 (せっつ)3 (　)中 (ちゅう)）打合 (うちあわ)せ　
・7/25 福祉 (ふくし)と人権 (じんけん)ネットワークつばめ会 (かい)講演 (こうえん)
・7/26 大阪 (おおさか)災害 (さいがい)支援 (しえん)ネットワーク（ＯＳＮ）定例会 (ていれいかい)
・7/28 天王寺区 (てんのうじく)・浪速区 (なにわく)基幹 (きかん)センター BCP講演 (こうえん)
・8/2 BCP研究会 (けんきゅうかい)
・8/3 「災害 (さいがい)時 (じ)要配慮者 (ようはいりょしゃ)支援 (しえん)ボランティアリーダー養成 (ようせい)講座 (こうざ)」講演 (こうえん)収録 (しゅうろく)　
・8/4 「被災 (ひさい)障害者 (しょうがいしゃ)⇔関西 (かんさい)ポジティブ生活 (せいかつ)文化 (ぶんか)交流 (こうりゅう)祭 (さい)」運営 (うんえい)会議 (かいぎ)
・8/10 阿倍野 (あべの)防災 (ぼうさい)センター話 (はな)し合 (　あ)い
・8/18 茨木市 (いばらぎし)防災 (ぼうさい)・災害 (さいがい)時 (じ)対策 (たいさく)研修 (けんしゅう)
・8/19 箕面市 (みのおし)人権 (じんけん)研修 (けんしゅう)ZOOM協力 (きょうりょく)
・8/29 枚方市 (ひらかたし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス事 (　　じ)業者 (ぎょうしゃ)連絡会 (れんらくかい)講演 (こうえん)
・8/30 大阪市 (おおさかし)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)団体協 (だんたいきょう)議会 (ぎかい)講演 (こうえん)
・9/1 BCP研究会 (けんきゅうかい)
・9/6 大阪府 (おおさかふ)、府社協 (ふしゃきょう)、ＯＳＮ三者 (さんしゃ)連携 (れんけい)会議 (かいぎ)
・9/7・8 ゆめごよみ104号 (ごう)発送 (はっそう)
・9/9 茨木市 (いばらぎし)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)連絡会 (れんらくかい)講演 (こうえん)
・9/13 阿倍野 (あべの)防災 (ぼうさい)センター地震 (じしん)体験 (たいけん)エリア検証会 (けんしょうかい)
・9/25 天王寺区 (てんのうじく)・浪速区 (なにわく)基幹 (きかん)センター BCP講演 (こうえん)
・9/28 介助付き (かいじょつ　)就労 (しゅうろう)学習会 (がくしゅうかい)

他 (ほか)7/10、9/11理事会 (りじかい)　　7/13、7/31、9/12通信 (つうしん)編集 (へんしゅう)会議 (かいぎ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会計 (かいけい)報告 (ほうこく)（PDF版 (ばん)をご覧 (　　らん)ください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
そよ風 (かぜ)、つむじ風 (かぜ)、六甲 (ろっこう)おろし/各地 (かくち)からの風 (かぜ)だより/2023.7-2023.9
[2023年 (ねん)もあたたかいご支援 (しえん)、本当 (ほんとう)にありがとうございました]
▼本当 (ほんとう)の自立 (じりつ)は「助けて (たす　　　)」と言える (い　　)こと。日頃 (ひごろ)から練習 (れんしゅう)しよう！（羽島市 (はしまし)）
▼有意義 (ゆういぎ)に使って (つか　　　)いただいて、嬉 (うれ)しくなっています（江東区 (こうとうく)）
▼今年 (ことし)も又 (また)、災害 (さいがい)が多く (おお　)発生 (はっせい)しています。すこしでもお役 (やく)にたつように（宇治市 (うじし)）
▼追加 (ついか)で集まった (あつ　　　　)寄付 (きふ)です。よろしくお願 (ねが)いします（金沢市 (かなざわし)）
▼事故 (じこ)災害 (さいがい)も、戦争 (せんそう)も、絶 (た)えないとしたら…出来 (でき)ることを少 (すこ)しでも（杉並区 (すぎなみく)）
▼永 (えい)さんの御命日 (ごめいにち)にほんの気持 (きも)ちばかりをさせて頂 (いただ)きます。お役に立てば (やく　た　　　)幸 (さいわ)いです（川崎市 (かわさきし)）
▼永 (えい)さんの命日 (めいにち)にご縁 (　　えん)が続 (つづ)きますように（江東区 (こうとうく)）
▼ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)の活動 (かつどう)心強く (こころづよ　)思 (おも)っています。応援 (おうえん)しています（大阪市 (おおさかし)）
▼永六 (えいろく)輔 (すけ)さんを偲ぶ (しの　)会 (かい)の売り上 (う　あ)げからです（鎌倉市 (かまくらし)）
▼東北 (とうほく)の震災 (しんさい)の復興 (ふっこう)のために使 (つか)ってください（さいたま市 (し)）
▼祖母 (そぼ)や両親 (りょうしん)達 (たち)がいつも”お互い (　たが　)様 (さま)”と”お先 (さき)に”を使 (つか)っていました。生きる (い　　)に大切 (たいせつ)なことばだと思 (おも)います。ありがとうございます（金沢市 (かなざわし)）
▼雨 (あめ)の被災地 (ひさいち)救え (すく　)。汚染 (おせん)水 (すい)流 (なが)すな（大阪市 (おおさかし)）
▼広報 (こうほう)ありがとうございます。８３才 (さい)続 (つづ)くまで（札幌市 (さっぽろし)）
▼世界的 (せかいてき)に大水害 (だいすいがい)が多 (おお)いので、日頃 (ひごろ)の備え (そな　)が大切 (たいせつ)ですね。ほんの気持 (きも)ちですが（横浜市 (よこはまし)）
▼大雨 (おおあめ)による災害 (さいがい)が各地 (かくち)で発生 (はっせい)していますが、案 (あん)ずるより何 (なに)もできなくて…（大阪市 (おおさかし)）
▼大雨 (おおあめ)の被災地 (ひさいち)を救援 (きゅうえん)してください！！（新宿区 (しんじゅくく)）
▼「お互い (　たが　)様 (さま)」っていい言葉 (ことば)ですね（あま市 (し)）
▼今年 (ことし)も豪雨 (ごうう)による各地 (かくち)の大変 (たいへん)な被害 (ひがい)。ほんの少し (すこ　)でも復興 (ふっこう)のお役に立 (　やく　た)てればと、祈る (いの　)ような思 (おも)いです。わずかですが送り (おく　)します（八王子市 (はちおうじし)）
▼秋田 (あきた)でも大水害 (だいすいがい)被害 (ひがい)ですね。少し (すこ　)ですが役 (やく)に立 (た)てば・・・（木曽郡 (きそぐん)）
▼全国的 (ぜんこくてき)に震度 (しんど)5～6度 (ど)の地震 (じしん)にヒヤヒヤしています。関東 (かんとう)大震災 (だいしんさい)から100年 (ねん)！どうか皆様 (みなさま)、減災 (げんさい)に務 (つと)めて、どなた様 (さま)もご無事 (　ぶじ)に！！体調 (たいちょう)不良 (ふりょう)で、遅く (おそ　)なり申し訳 (もう　わけ)ございません（浦安市 (うらやすし)）
▼7/30開催 (かいさい)ピースサークル (ぴーすさーくる)第11章 (だい　　しょう)でのカンパ（四 (よつ)街道市 (かいどうし)）
▼処理 (しょり)水 (すい)の問題 (もんだい)といい、もう行政 (ぎょうせい)のする事 (こと)は許 (ゆる)せません、軍事費 (ぐんじひ)を災害者 (さいがいしゃ)にと強く (つよ　)思い (おも)ます（池田市 (いけだし)）
▼日本中 (にほんじゅう)の人権 (じんけん)意識 (いしき)をもっと変 (か)えたいものです（川西市 (かわにしし)）
▼機関誌 (きかんし)を読む (よ　)のが楽 (たの)しみです。目 (め)に見える (み　)支援 (しえん)すごいと思 (おも)います（菊川市 (きくかわし)）
▼自然 (しぜん)災害 (さいがい)が多く (おお　)胸 (むね)が痛 (いた)みます。宜しく (よろ　　)お願い (　ねが　)します（荒川区 (あらかわく)）
▼「どんな子 (こ)もひき受 (う)ける」と決心 (けっしん)して小さな (ちい　　)保育 (ほいく)園 (えん)を続け (つづ　)ています。「障害 (しょうがい)」のある人 (ひと)が、見え (み　)にくくなったと感 (かん)じています（座間市 (ざまし)）
▼この夏 (なつ)は大きな (おお　　　)災害 (さいがい)が続 (つづ)きました。必要 (ひつよう)な方々 (かたがた)に届き (とど　)ますように（八王子市 (はちおうじし)）
▼防災 (ぼうさい)対策 (たいさく)№1になるしかありません。日本 (にほん)！（横浜市 (よこはまし)）
▼沖縄 (おきなわ)で、汚染 (おせん)水 (すい)で、原発 (げんぱつ)でと、他 (ほか)にもいやな風 (かぜ)が吹きは (ふ　　)じめた。今 (いま)の日本 (にほん)、人 (ひと)を思いやり (おも　　　　)穏 (おだ)やかで。いつも少 (すこ)しばかりでごめんなさい（松本市 (まつもとし)）
▼「生き合う (い　あ　)」社会 (しゃかい)を共 (とも)につくっていきましょう（吹田市 (すいたし)）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
編集 (へんしゅう)後記 (こうき)　
報復 (ほうふく)に次ぐ (つ　)報復 (ほうふく)、憎しみ (にく　　)に次ぐ (つ　)憎しみ (にく　　)によって、ウクライナやガザで人々 (ひとびと)が無残 (むざん)に命 (いのち)を絶た (たた)れています。私たち (わたし　　)が人権 (じんけん)や自由 (じゆう)や民主 (みんしゅ)主義 (しゅぎ)と呼んで (よ　　)求め (もと　)てきたのは、こんな世界 (せかい)だったのでしょうか。一刻 (いっこく)も早く (はや　)殺し合い (ころ　あ　)を止 (と)め、話し合 (はな　あ)いのテーブルについてほしい。勇気 (ゆうき)と信頼 (しんらい)が必要 (ひつよう)ですが、ほかに道 (みち)はありません。そのために何 (なに)ができるのかを考 (かんが)えます。（K）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)のＳＮＳやウェブサイト
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